
 
  

 

■ 周 南 市 徳 山 動 物 園   全 体 鳥 瞰 図 

（徳山動物園リニューアル事業の概要） 

● 徳山公園  Ａ＝ 8.1 ha （徳山動物園、文化会館、街区公園からなる総合公園かつ広域避難地としての防災公園） 

● 徳山動物園面積 A=約 5ha（＝リニューアル整備面積） 

● 令和 4年 3月をもって開園 62年を迎えた徳山動物園では、平成 21年度よりリニューアル事業を推進中。 

（これまでの整備経緯） 

➢ 平成 21年度にリニューアル当初基本計画を策定し、平成 25年度より北園の工事に着手 

➢ その後、平成 26～30年度にかけて北園駐車場、るんちゃるんちゃ、自然学習館、野鳥観察所、ペンギンプール、ふんすい

広場をオープン 

➢ 平成 28年度より南園の「アジアの熱帯雨林ゾーン」整備に着手し、令和 4年度にオープン 

➢ 令和 3年 4月に、リニューアル基本計画を変更 

➢ 令和 6年度現在は、極東アジアから北極圏の自然ゾーン、管理ゾーン及び南エントランスゾーンの工事を推進中 

● 令和 14年度の完全オープンを目指す 
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【北園】 
周南の里ゾーン 

ウェルカムゾーン 

極東アジアから 

北極圏の自然ゾーン 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

【南園】 
アジアの熱帯雨林ゾーン 

管理ゾーン 

エントランスゾーン 
アフリカのサバンナゾーン 

広場ゾーン 

 

                    

北園駐車場 

周南の里ゾーンⅠ期 
ふれあい舎他 

ウェルカムゾーンⅠ期 
自然学習館他 

Ⅱ期 
ペンギン・夫婦池他 

アジアの熱帯雨林ゾーンⅠ期 
ゾウ舎・ゾウ舎屋外飼育場 

Ⅱ期 
マレーグマ他 

周南の里ゾーンⅡ期 
野鳥観察保護施設 

極東アジアから北極圏の自然ゾーンⅠ期 
アムールトラ・オオワシ・オオカミ 
 

連絡橋 

周南の里ゾーンⅣ期 
サル・クマ・小動物・里の生きもの館(体験学習施設)他 

（虹の架橋撤去） 

極東アジアから北極圏の自然ゾーンⅡ期 
トナカイ・サカツラガン 

Ⅲ期 

 

管理ゾーン 

エントランスゾーン  

広場ゾーンⅠ期

アフリカのサバンナゾーンⅢ期 
 
アフリカのサバンナゾーンⅣ期 

広場ゾーンⅡ期 
 

アフリカのサバンナゾーンⅠ期 
 

アフリカのサバンナゾーンⅡ期 

管理ゾーン 
R5～R6(2023～2024) 

エントランスゾーン 
R6～R9(2024～2027) 

極東アジアから 
北極圏の自然ゾーンⅠ期 
R5～R7(2023～2025) 

アフリカの 
サバンナゾーンⅢ期 
R12～R13(2030～2031) 

 

アフリカの 
サバンナゾーンⅡ期 
R9～R11(2027～2029) 

広場ゾーンⅠ期 
R8～R9(2026～2027) 

周南の里ゾーン 
R4～5(2022～2023) 

周南の里ゾーン 
R9～R12(2027～2030) 

 

極東アジアから 
北極圏の自然ゾーンⅡ期 
R11～R12(2029～2030) 

 

アフリカのサバンナゾーンⅣ期 
広場ゾーンⅡ期 
R13～R14(2031～2032) 

 

徳山動物園リニューアル全体スケジュール

平面図 

広場ゾーン 

アジアの熱帯雨林ゾーン 

エントランスゾーン 

管理ゾーン 

アフリカの 

サバンナゾーン 

ウェルカムゾーン 

極東アジアから 

北極圏の自然ゾーン 

周南の里ゾーン 

Ⅲ期 

造成 

完成済工事 

（虹の架橋撤去） 
 

熱帯サル 

アフリカのサバンナゾーンⅠ期 
R7(2025) 
中央トイレ 


